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同開再開書
H
M
聞
の
時
以
柑
靖
之
官
半
は
、

本
年
八
月
八
門
口
仁
落
ヱ
し
も
去

年
コ
一
月
の
完
成
を
め
ざ
し
て
着

々
と
進
ん
で
い
ま
す
。

摺
世
'
の
も
こ
の
間
津
韓
同
僚
は
手
錠

初
出
会
総
務
m
川
市
民
会
品
開
建
設
予

定
州
地
で
九
十
名
ほ
ど
め
幼
児
を

あ
ず
か
り
然
資
卒
業
を
営
ん
で

い
ま
す
。

プ
レ
ハ
プ
総
数
的
た
め
に
寒

気
が
き
び
し
〈
、
柏
村
に
一
関
や
問
料

め
と
き
は
榔
獄
後
し
て
お
り
、
ま

た
総
絞
め
ん
ぬ
き
か
ら
‘
い
日
名
舎

こ
え
る
入
絞
め
ご
幾
緩
い
い
こ
た

え
ら
れ
な
い
状
況
で
す
。

地
柑
然
資
糊
槻
川
伸
、

T
ム
務
後
六
千

ω

↓
…
十
万
m
円
ほ
ど
投
入
し
‘
鉄
筋

コ
シ
ク
リ

i
ト
送
り
一
一
隊
出
叫
ぞ

岡
崎
惨
殺
撚
閣
を
綴
え
た
近
代
的
な

拍
描
設
に
か
わ
り
ま
す
。

ま
た
泊
中
期
向
き
で
玲
あ
た
り

も
よ
〈
、
事
も
比
較
的
す
ず
し

い
位
還
に
あ
り
ま
す
。

施
設
は
、
随
所
に
工
夫
が
こ

ら
さ
れ
、
特
に
、
二
階
に
は
凶

蕊
児
と
五
歳
児
向
年
長
の
幼
児

を
波
容
し
、
非
常
用
ス
ベ
リ
ム
円

や
階
段
を
設
置
し
て
非
常
時
に

そ
な
え
、
乳
児
擦
を
一
階
に
設

出
血
す
る
と
い
、
ヮ
新
し
い
こ
こ
ろ

み
が
実
現
い
た
し
ま
し
た
。
ま

た
縫
紋
釜
を
…
盗
品
蹴
け
た
め
は

公
江
的
保
管
闘
で
は
め
ず
ら
し

い
こ
と
で
す
。

総
欲
的
縦
鴨
川
同
次
め
と
お
り

℃
寸
。

V
酷
臨
機
関
税
…
、
二
ハ
…
本

万
メ
ー
ト
ル
〈
ヴ
…
ぷ
…
符
〉

甲
緩
床
爾
拙
欄
八
ハ
V
m
州
第
方
メ

ー
ト
ル
一
四
一
一
一
線
〉

V

二
階
乳
児
家
主
一
一
一
線
制
邦
議

が
各
一
気
週
一
ニ
品
開
来
品
開
問
mh裁

が
二
議
a

制問調鴇内主
e

事
務
室

ないと。

V
二
階
五
歳
究
室
と
開
凶
器
岡
田
弘

室
と
遊
品
副
長
が
各
一
室

曹
収
容
定
数
一
五

O
名

来
年
間
間
関
円
か
ら
は
、
一
五
円
U

名
ほ
ど
の
回
樹
党
が
楽

L
い即時書持

活
動
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま

す
が
も
人
間
関
品
却
叩
擦
が
多
数
の
た

め
ニ
ロ
月
ぷ
制
吋
mw
家
樹
粧
品
仏
間
協
調
官
況

の
位
制
服
末
、
入
関
闘
を
決
定
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
9

入
擦
を
希
議
さ
れ
る
乳
幼
児

の
お
ら
れ
る
方
は
、
入
閣
申
請

書
を
一
月
末
冨
ま
で
に
縫
出
し

て
く
だ
さ
い
e

間
用
紙
同
同
市
役
所
厚
生
課
と
各

支
続
に
指
摘
え
て
あ
り
ま
す
。

w
w

ん
ろ
・
ス

-zpiブ
の

後

期

m

神
崎
慾

ヱ事中の緑保育劉

mw可
脇
制
約
か
ら
愛
会
な
総
掛
献
金

と
り
、
柏
崎
災
な
ど
に
よ
っ
て

絞
れ
た
号
、
務
ち
た
絡
に
よ

っ
て
火
災
い
い
な
ら
主
い
よ
う

に
す
る
こ
と
。

品
官
本
来
め
抽
慌
開
閉
科
目
的
間
以
外
に
使

同
増
し
右
い
こ
と
の
ま
た
本
来

丹
後
間
用
地
柄
校
以
外
の
も
の
み
そ

後
わ
な
い
こ
と
。

③
石
油
惜
ス
ト
;
ブ
・
こ
ん
ろ
な

ど
は
使
用
市
中
仁
移
動
し
た
り
、

然
科
の
抽
期
総
H
m

し
な
い
こ
土
n

a泌
綴
を
数
料
と
す
る
移
動
式

ス
ト
ー
ブ
は
‘
地
袋
な
ど
が

発
生
し
た
場
合
終
動
的
じ
情

火
す
る
紘
京
国
協
‘
自
動
的
に
燃

終
的
措
桝
絵
を
僚
政
す
る
装
毅

め
つ
い
た
も
昨
で
な
け
れ
ば

hu
ら
な
い
。

像
祭
休
跡
的
創
刊
一
グ
ス
〉
な
νc
を拙問

泌
す
る
総
帥
閥
刊
に
終
的
椛
す
品
コ

中

小

金

へ

の

融
資
が
あ
り
ま
す

市
同
伸
、
中
小
企
業
者
に
対
し

て
、
出
問
機
設
綴
お
よ
び
期
開
設
校

入
な
ど
の
事
業
資
金
の
黛
し
つ

け
を
行
な
っ
て
お
守
ま
す
の
で
、

ご
希
望
の
方
は
申
込
み
〈
だ
き

V
貸
付
条
件
案
内
で
引
絞
き

一
年
以
上
独
立
し
て
問
問
一
挙

害
義
み
.
事
授
を
完
納
し

て
い
る
方
。

軍
祭
付
踊
間
曲
皿
級
官
聴
い
献
資
金
は

五
十
一
M
m円
以
内
で
十
二
ヵ
月

返
済
と
し
奄
設
備
資
金
は
百

万
円
以
内
で
e

4

十
m
悶
ヵ
月
返

済
と
す
る
。

Ev
返
済
方
法

R
康
増
半
年
齢
帆
・
年
賦
円
い

ず
れ
か
a

v
貸
付
制
刑
事
運
転
資
金
は
年

六
・
五
%
以
内
と
し
、
設
備

又井， (i霧;弾若葉}

/J.ぃト…8い
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資
金
は
年
七
・
一
一
%
以
内
と

寸
品
。

V
係
紙
人
邸
内
に
一
年
以
上

川
引
制
同
事
印
刷
仲
間
し
‘
検
波
し
た

食
料
削
金
柑
伺
み
、
出
陣
縦
鮮
総
カ
の

あ
る
品
鳴
…
お
〈
耐
叩
門
時
4
A
献酬に

よ
っ
て
は
不
機
〉

wv
織
統
制
村
総
総
本
年
絞
か
ら

ニ
的
剣
山
胤
時
総
制
限
協
期
総
者
行

な
っ
て
い
ま
す
。

V
申
込
方
法

γ

捕
後
再
嫁
銭
円
い

一
昨
夜
等
裁
を
記
入
し
て
.
抽
納

税
証
明
堂
西
'
掛
険
業
務
可
骨
骨
(

飲
食
・
旅
銀
・
寝
袋
な
ど
}

を
添
え
て
、
本
人
が
市
申
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

〈
わ
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、

廷
決
復
興
蒸
(
八
一
一
)
一
一
五

一
へ
お
開
会
せ
く
だ
さ
い
3

湯

沸

銭

の

取

付

け

方

①
簡
易
潟
溺
設
備
(
設
澄
し
た

場
所
だ
け
で
使
う
一
口
だ
け

の
も
の
)
は
、
天
と
や
ふ
・
一
方

的
た
な
な
ど
の
可
樵
世
内
線

分
か
ら
四
十
間
以
上
離
す
こ

〉
句
。

②
給
油
揚
油
開
設
構
(
用
品
管
に
よ

り
他
的
場
所
へ
捻
渇
す
る
も

の
)

イ
、
天
上
、
上
方
向
た
な
な
ど

的
可
憐
憾
の
部
分
か
ら
六
十

例
以
上
は
な
す
ニ
在
。

口
、
批
肉
体
牝
な
ど
品
川
町
線
包
め

部
分
か
ら
十
五
槻
山
以
し
L

は
な

LT
こ
'ζ

。

ハ
、
気
品
問
川
盟
六
万
々
総
力
門
M
d
リ

l
鯵
待
合
嚇
で
ゆ
九
る
嫡
内
掛
仰
緋
偶
然

を
附
撚
市
内
い
い
机
脱
げ
る
と
事
以
、

蜘
加
山
門
的
災
特
庁
、
殺
を
燃
え
安

い
H
門
科
で
仕
上
げ
る
こ
と
a

ス
ト
i
ブ
の
嬢
突
は

①
一
波
突
川
い
山
間
関
内
廷
し
、
由
同
開
閉
め
綴

州
問
や
軒
か
ら
六
十
醐
…
以
上
お

く
す
る
こ
と
。

②
か
ベ
J

小
星
官
官
、
天
井
市
置
を

ど
の
部
分
を
実
透
す
る
と
き

は
、
過
熱
や
、
殺
後
援
気
に

よ
る
山
田
火
を
件
閉
止
す
る
こ
と
②

{
抽
出
時
間
本
創
部
予
時
間
同
開
)

みなさんの
さ三役に立ちたいと患います

話窓口シク

言H乏サービス言葉 82-4649

工
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
を

今
年
も
γ
ム
数
波
紋
線
道
的
勝

開
閉
が
常
事
ま
し
た
e

ゆ
即
時
絞
殺
は
、
後
年
ト
ニ
同
月

ぷ
十
一
段
潮
崎
骨
化
明
、
総
官
肢
が
行
な

わ
れ
宅
制
桝
淡
撲
に
附
制
す
る
す
べ

て
内
務
裁
金
川
町
教
に
線
化
燃
す
る

る
毛
い
わ
市
る
続
出
版
畿
に
附
附
す

る
間
関
勢
潔
畿
で
す
，

務
先
的
関
州
問
は
、
殺
が
m
閣の

創
世
噛
高
輪
南
町
分
布
状
況
や
、
制
組
造

業
活
動
的
実
態
を
附
明
ら
か
に
す

る
こ
と
で
す
@

調
査
結
巣
は
、
閉
山
お
よ
び
地

方
公
共
同
出
体
内
資
料
と
し
て
広

〈
務
尽
き
れ
ま
す
。

調
嗣
査
方
法
は
、
知
事
が
任
命

設
器
近
代
北
資
金
の

ご

利

用

は

件
拙
峨
隅
液
晶
同
ル
応
変
念
的
災
対
を

次
的
姿
梢
糊
で
行
な
い
ま
す
。

ザ
絡
み
線
開
月
小
自
ま
で
中
市
役

泌
総
ば
間
後
終
織
で
受
付
け

V
拙民品村
a時品刊

問
問
が
時
錦
織
汲
代
ル
出
資
金
的
対

象
に
綴
怒
し
た
裁
係
お
よ
び

料
融
機
で
&
め
る
こ
と

お
従
業
後
に
総
し
て
い
る
余

業
で
み
勺
て
も
次
に
滋
議
す

る
純
明
会
は
借
り
ら
れ
ま
せ
ん
a

一
、
夜
夜
丹
市
事
業
を
曜
市
内
で
営

ん
だ
務
総
が
一
年
未
満
町
企
業

二
、
資
本
金
(
治
資
金
)
町
一
一
分

の
一
以
上
を
大
企
業
が
出
資

し
て
い
る
企
然

、
機
制
時
γ
ム
然
相
問
削
再
臨
時
総
澄

時
間
ま
た
は
後
予
定
借
地
燦
由
同
附
附

叫
吋
僚
機
淡
に
よ
り
隊
出
H
を
受

け
た
念
総

附
問
、
晴
朗
本
山
五
年
附
附
に
こ
内
資
金

金
附
側
関
以
上
俄
り
佼
け
た
余
波

浪
、
枇
問
リ
よ
?
と
す
る
出
丹
念
を

銀
行
な
ど
か
ら
比
絞
約
た
や

す
く
借
り
ら
れ
る
金
量
刑

火
、
織
り
受
け
に
あ
た
り
緩
め

ら
れ
て
い
る
被
せ
ん
幾
・
認

定
申
宵
a

証
明
世
間
が
必
要
な
企

業
で
こ
れ
が
も
ら
え
な
い
も

の。

し
た
潟
遊
園
川
が
十
二
月
下
旬
に

各
家
議
所
を
紡
附
附
し
、
糊
附
+
就
寝
H

い

叫
的
品
川
事
織
の
総
入
を
お
附
聞
い
す

る
も
の
明
、
寸
励

総
合
対
燃
に
削
船
入
き
れ
た
市
内
務

に
つ
い
て
は
、
統
計
以
外
的
後

悶
川
は
然
止
語
れ
て
お
り
ま
す
の

で
申
併
殺
内
本
初
議
と
な
る
よ

う
な
こ
ど
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
一
止
嫁
に
ど
総
人
く
だ
寺

る
よ
う
ご
協
力
〈
だ
幸
い
。

(
金
一
関
端
部
)

曲

4
a
y

な

じ

d
唱

で

中

山

掛

H
沌

品

川

炉

ぺ

噌

司

出

町

と

n

A

V

一

同

宮

川

川

町

い

1
タ

'
担
制
一
‘
止
さ

9
ン

}

油

開

、

だ

時

制

セ

庁

ム

乃

は

く

午

法

ト
礼
松
町
出
国
掛
緩

1

1

1

2
司

5

・

1
緩

蕗

出

子

詰

寺

山

M

資

計

唱

汁

間

輸

4
定

申

用

削

打

寸

ψ

4

開
蹴
糊
僻
今
象
時
一
朝

い

呂

場

V
噛
瀧
線
開
陣
総
人
側
関
人
炎
緩
め

あ
る
方
ス
名
以
上
が
必
後

V
俗
資
制
問

総
帥
榊
脚
購
入
総
務
丹
一
一
分
的
一

以
内
a

ト
w
n
m円
か
ら
T
A
一鶴湾

問
ま
で

wv
貸
付
潟
市
中
と
渓
渓
tn出掛

資
金
川
同
銀
総
子

間
関
学
的
努
幅
十
獄
後
滋

詳
し
く
は
経
淡
毅
然
潮
時
(
出
向

一
一
八
一
番
)
へ

広報をらし tこくわたしたちめ

873 
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室にどうぞスキス
ポ

i
ヴ
救
出
点
的
一
環

t
t

て
、
次
め
と
お
リ
ス
キ
l
教
室

を
問
問
出
撒
い
た
し
ま
す
。
一
人
で

も
あ
る
い
は
ど
燦
絞
渡
れ
で
も

お
気
軽
に
ご
移
加
〈
だ
幸
い
e

v
期
日
ハ

A
一
月
十
八
刊
は
〈
夜

行」

l
一
一
十
一
釘
-
n
b
z
a
m
n
…

日
(
術
院
行

)
i
8
8

(
寄
金
時
曜
夜
土
告
月
)

V
機
柑
間
一
級
制
開
明
暗
葱
場
ス
キ
ー

純
明

V

入
良
一

A
-
H各
関
十
名

(
先
草
署
閥
ヤ
出
品
践
に
な
号
次
第

し
め
き
り
〉

48. 12. 16 

農
業
委
員
会
の
灘
学
人
名
簿
登
載

申
請
は
一
月
十
毘
ま
で

毎
年
…
月
一
日
現
釈
で
幾
業

一
委
員
会
議
員
約
機
然
人
名
簿
登

問
問
…
甜
棋
の
た
め
内
巾
翁
榊
闘
を
総
務
し

a
笥
…
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

…
名
簿
登
載
は
幾
集
委
関
同
内
線

緩
…
…
殺
に
使
う
慈
揮
官
な
も
の
で
、
開
胤

ヲ
S
』
一
総
資
崎
明
は
次
的
と
お
り
で
す
。

一
増
械
翻
闘
用
紙
は
幾
家
総
合
長
を

司
自
一
激
し
て
お
総
り
し
ま
す
が
、
認

識
震
一
か
な
い
場
合
は
終
殺
袋
員
会
事

.
務
局
へ
ど
噛
理
的
開
く
だ
さ
い
。

申
請
骨
骨
抵
、
技
慾
挙
岬
唱
に
従

っ
て
記
入
し
、
…
同
月
十
日
ま
で

に
幾
家
級
会
緩
い
い
倒
制
約
し
て
く

ど
き
い
@

wv
資
格
昭
利
二
十
九
年
間
間
旬
月
…
刊
日
以

的
削
に
生
ま
れ
た
本
市
族
住
全
力

で
十
ア
ー
ル
以
上
町
廃
絶
に
耕

作
的
繁
務
を
掛
お
む
方
、
ま
た
は

そ
の
関
絞
め
綴
狭
も
し
く
は
そ

の
総
偶
者
で
年
間
約
六
十
宮
以

上
叫
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縁
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憎
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付
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会
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ブ
ミ
の
澄
場
寸
前
が
今
ま
で
不

紛
で
緩
ま
っ
て
い
る
方
が
い
る

と
添
い
ま
す
.

こ
め
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が
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総
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業
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内
方

か
り
、
ゴ
ミ
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場
所
者
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す
る
立
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械
が
滋
ら
れ
ま
し
た
‘
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っ
そ
く
各
務
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に
総
後
い

た
し
ま
す
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融
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榊
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司
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る
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淡
の
ほ
と
ん
ど
が
輸
入

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
中
東
戦
争

内
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倒
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入
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迫
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暗
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だ
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濃
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錦
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台
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鐙
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。
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椋
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熱
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収
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。
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収
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齢
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蜘
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ど
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、
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滋
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付
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縫
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融
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岡
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滋
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。
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縦
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。
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迎
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